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X線・ガンマ線の偏光観測は放射機構や磁場の構造などを知るための強力なプローブであるにもかかわらず、技
術的な困難さから未だ開拓が進んでいない高エネルギー天文学のフロンティアである。その中でも、宇宙最大の
爆発現象であるガンマ線バーストの放射機構を解明するためには、硬Ｘ線領域の偏光度を計測することが決定的
な手がかりとなる。ソーラーセイル実証機イカロスに搭載されたGAP検出器はガンマ線バーストの硬X 線放射
の偏光度測定に成功したが、その数は 3例にとどまっており、統計的に十分な議論に至らなかった。そこで我々は
小型衛星搭載を目指して、GAPより高感度なガンマ線バースト観測用の硬 X線偏光計を開発している。この偏
光計はGAPと同様にコンプトン散乱の異方性を利用した広視野偏光検出器であり、30−500 keVをカバーする。
散乱体であるプラスチックシンチレータを光電子増倍管、吸収体であるGAGGシンチレータをアバランシェフォ
トダイオードで読み出す。検出感度を制限する主たる要因は、吸収体シンチレータが宇宙線被ばくによって放射
化することで生じるバックグラウンドである。我々は候補となる複数の吸収体シンチレータに対して 150 MeV陽
子線を照射し、バックグラウンドレートの時間変化を継続して測定した。放射化による軌道上でのバックグラウ
ンドレートを見積もった結果、もっともレートが低いと予想される GAGGを吸収体として採用することに決め
た。本講演では放射化実験の結果を含め、検出器の概要や予想される性能について報告する。


